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春らしい暖かな日が続いています。そうすると次は桜の開花宣言が待ち遠しくなりますね。咲き始

めるとあっという間の桜。今か今かと待っているこの時期がワクワク感マックスかもしれません。それ

では今月も張り切ってお伝えします。 

 《労働条件明示のルール変更について：2024年 4月施行》 

労働条件明示のルールが変わり、労働契約の締結・更新のタイミングの労働条件明示事項が追加

されます。 

対象 明示のタイミング 新しく追加される明示事項 

全ての 

労働者 

労働契約の締結時と有期労働契

約の更新時 

１・就業場所・業務の「変更の範囲」 

 

 

 

有期契約 

労働者 

有期労働契約の締結時と更新時 ２．更新上限の有無と内容 ＋ 更新上限を

新設・短縮しようとする場合、その理由をあら

かじめ説明すること 

無期転換ルールに基づく無期転

換申込権が発生する契約の更新

時 

３．無期転換申込機会、無期転換後の労働条

件 ＋ 無期転換後の労働条件決定をするに

当たり他の正社員等とバランスを考慮した事

項の説明に努めること 

  全ての労働者が対象である「変更の範囲」の明示には、就業場所や業務が、①限定なし②一部に

限定有 ③完全に限定 とどの程度限定されるかによって記載が異なります。有期契約労働者に関

する更新上限に関する事項、無期転換に関する事項の記載例や明示事項の具体的な記載例も含め

詳細は厚生労働省 HPよりご覧いただけます。また、労働条件のうち、特定＊1の事項に関しては書

面による明示が必要です。今回の改正事項も書面での明示が必要となりますので、4月 1日以降の

雇入れや契約の更新ではこれらを記載する必要があります。旧書式ではなく新書式をご使用くださ

い。＊1 書面による明示が必要な特定事項は以下のものとなります 

① 労働契約の期間 ②期間の定めのある労働契約を更新する場合の基準 ③就業の場所及び従事すべき

業務 ④始業及び終業の時刻、休憩時間、休日等 ⑤賃金、昇給 ⑥退職 

☆ 原労務管理事務所ミニミニ通信 ☆ 



《その他 4月から変わること》 

◆ 既に令和 5年 9月号のミニミニ通信でお知らせしましたが「時間外労働・休日労働に関す  

る協定届」（36協定届）において、上限数で対応できない事業の猶予期間が終了し、4月 1日

からは罰則付きの時間外労働の上限規程が適用されます。事業の種類や協定の内容（特別条

項付き）により使用する様式が異なるのでご注意下さい。 

◆ 3月分（4月納付）より健康保険料及び介護保険料の料率が変更になりました。個別の保険料

通知を同封いたしました。確認し変更をお願いいたします。雇用保険料率につきましては前

年度と同様一般の事業 6/1000、建設の事業 7/1000で変更ありません。 

《新年度にあたってのお願い》 

◆ 毎年 4月の資格取得届はとても混雑し健康保険者証の発行に時間がかかります。早急に保

険証が必要な場合は資格証明書の発行もできますが、即日交付は難しいのであらかじめご了

承下さい。 

◆ 4月から就職されるお子さんの扶養削除の確認をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  

            今月も最後までお読みいただきありがとうございました  

      ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★    

 

 

《お問合せ先》 

原 労 務 管 理 事 務 所  

社会保険労務士   原 智子 

東京都江戸川区西篠崎２－７－３２ 

TEL：03-3679-6713 

E-mail satori-h@zpost.plala.or.jp 
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